
Ⅰ（50 点） 

採点基準 

問 1（基準の合計 19 点→10 点満点） 

〔人口移動の傾向①〕東欧から西欧への移動 2 点 

� 「東欧」はルーマニア・ポーランド，「西欧」はドイツ・イタリア・スペインなどの国名でも可 

〔東欧から西欧への人口移動の理由①〕西欧は東欧に比べて経済水準／1人当たり GDP が高い 3 点 

� 「働き口が豊富である」「工業化が進んでいる」「労働環境がよい」「所得水準が高い」も可 

� 東欧と西欧の経済格差，東欧が発展途上であることについて述べていれば広く表現を認める 

〔東欧から西欧への人口移動の理由②〕（東欧は）政治的に不安定であった／旧社会主義国である 3 点 

〔東欧から西欧への人口移動の理由③〕（出稼ぎ）労働者が移動している 3 点 

� 「労働者が」は「高所得を求めた人々が」「安定した職を得るために」も可 

� 「EU 加盟で労働者／人の移動が容易になった」「シェンゲン協定が結ばれている」などの表現で

も可 

� 「ドイツは EU 内の労働者の受け入れに積極的である」は不可 

〔東欧から西欧への人口移動の理由④〕言語的な／文化的な近接性がある 3 点 

� ルーマニアからイタリア・スペイン，ポーランドからドイツへの移動の理由として用いられて

いない場合は不可 

〔人口移動の傾向②〕南欧から西欧へ／先進（工業）国間の移動 2 点 

� イタリア・ポルトガル・ギリシャからドイツ・フランスなどの具体的な国名でも可 

〔先進国間の人口移動の理由〕南欧は失業率が高い 3 点 

� 南欧と西欧には「経済水準に差がある」「経済的な結びつきが強い」などの表現でも可 

 

問 2（基準の合計 26 点→18 点満点） 

〔流入する移民の特徴〕（移民と住民との間に）宗教／文化の差がある 3 点 

〔社会問題①〕（国内労働者の）雇用機会が減少する 3 点 

� 「失業率が上昇する」「職が奪われる」も可 

〔社会問題②〕社会保障／医療保険制度の負担が増加する 3 点 

〔社会問題③〕テロ／移民排斥運動／排外主義／ヘイトクライムが発生する 3 点 

� 「治安が悪化する」「移民と現地住民の対立／軋轢が生じる」「反外国人感情が高まる」も可 

〔移民政策①〕入国審査を厳格化した 3 点 

〔移民政策②〕技能レベルによって（労働）移民を制限した 3 点 

� 「単純労働者の受け入れを制限した」も可 

〔移民政策③〕不法滞在の取り締まりを厳格化した 3 点 

〔移民政策④〕EU から離脱した／ブレグジットが起こった 3 点 

〔EU離脱の背景〕（EU域内は）人の移動が自由化されている 2 点 

 



問 3（基準の合計 22 点→22 点満点） 

〔国名〕１ルーマニア３フランス５イタリア 4点 

� 2 つ正答の場合は 2点，1つ正答の場合は 1点とする 

 

＊ グループ A〜Cの合計特殊出生率の特色とその背景（基準の合計 26 点→18 点満点） 

〔Aの出生率の特色①〕出生率が（急激に）低下している 2 点 

〔Aの出生率が低下した背景①〕社会主義体制の崩壊 3 点 

〔Aの出生率が低下した背景②〕経済の不安定化 3 点 

� 「出生促進政策の廃止」「社会の混乱」「教育水準の高度化による晩婚化」も可 

〔Aの出生率の特色②〕出生率が増加している／回復しつつある 2 点 

〔Aの出生率が増加した背景①〕社会保障が整備された／少子化対策がなされた 3 点 

〔Aの出生率が増加した背景②〕雇用が増加した 3 点 

� 「工業化」「経済の安定化」も可 

〔Bの出生率の特色〕（安定して）高い出生率を維持している 2 点 

〔Bの出生率が安定している背景〕社会保障が充実 3 点 

� 「子育て支援政策」「雇用環境の整備」「少子化対策」などの具体例でも可 

〔Cの出生率の特色〕出生率が低い／低迷している 2 点 

〔Cの出生率が低い背景〕雇用が不安定で失業率が高い 3 点 

� 「少子化対策が不十分である」「晩婚化が進んでいる」も可 

 

	  



Ⅱ（50 点） 

採点基準 

問 1（基準の合計 12 点→9点満点） 

〔先進国での新たなバイクの需要〕レジャー／趣味／娯楽／ツーリングの需要が生まれた 3 点 

� 「宅配」「デリバリー」も可 

〔需要が喚起された背景①〕新型コロナウイルス（感染症）の影響 3 点 

� コロナ禍であることを述べていれば広く表現を認める 

〔需要が喚起された背景②〕ソーシャルディスタンスが確保できる 3 点 

� 他人と接触を避ける必要性があったことが分かれば広く表現を認める 

〔需要が喚起された背景③〕1人で過ごす時間が増加した 3 点 

� 個人で活動することが多くなったことが分かれば広く表現を認める 

 

問 2（基準の合計 26 点→16 点満点） 

〔雇用における役割①〕（バイクタクシーは）学歴／スキルを必要としない 3 点 

� オートバイタクシーへの参入障壁が低いことが分かれば広く表現を認める 

〔雇用における役割②〕（バイクタクシーは）（若者の）収入源になっている／稼ぎ口を与える 3 点 
〔交通における役割①〕（バイクタクシーにより）行動範囲が拡大した 3 点 

� 時間距離が短縮したことが分かれば広く表現を認める 

〔交通における役割②〕（バイクタクシーは）利便性が高い 3 点 

� 「渋滞を避けることができる」「小回りが利く」などの具体例でも可 

〔ウガンダの経済的状況①〕経済成長が遅れている／経済的に貧しい人が多い 2 点 

� 後発開発途上国／ウガンダの経済状況を捕捉した解答であれば広く表現を認める 

〔ウガンダの経済的状況②〕人口増加が著しい／急激に人口が増加している 2 点 

� 「著しい」「急激に」「爆発的に」など程度が大きい表現がない場合は 1点 

〔ウガンダの経済的状況③〕教育機会／雇用機会が十分でない 2 点 

〔ウガンダの経済的状況④〕若者／若年層の失業率が高い 2 点 

� 失業率が高いことに触れていれば広く表現を認める 

〔ウガンダの社会的状況①〕公共交通機関が未発達である 2 点 

� 「公共交通機関」は「鉄道」「バス」など具体的な表現でも可 

〔ウガンダの社会的状況②〕インフラ／道路の整備が不十分である 2 点 

〔ウガンダの社会的状況③〕交通渋滞が多い 2 点 

 

問 3（基準の合計 21 点→10 点満点） 

〔課題①〕貧困から抜け出すことができない 3 点 

〔課題②〕社会保障を享受できない／の適用外である 3 点 

� 「社会保障」は「医療保険」「社会保険」「失業保険」などの具体例でも可 



〔課題③〕法律に守られていない／経済的な統計や記録に反映されない 3 点 

〔課題④〕（インフォーマルセクターは）雇用が不安定である／労働環境が劣悪である 3 点 

〔課題への解決策①〕（国や企業が）スキル習得／教育の機会を提供する 3 点 

〔課題への解決策②〕（国や企業が）雇用を創出する 3 点 

〔課題への解決策③〕（国が）法律を整備する／社会保障の拡充を行う 3 点 

� 「許可／免許制を導入する」などの具体例でも可 

 

問 4（基準の合計 25点→15点満点） 

〔図Ⅱ―1 から読み取れること①〕発展途上国のバイクの保有台数は多い／保有率は高い 3 点 

� 「発展途上国」は「インドネシア」も可 

〔図Ⅱ―1 から読み取れること②〕先進国のバイクの保有台数は少ない／保有率は低い 2 点 

� 「先進国」は「アメリカ合衆国」も可 

〔図Ⅱ―1 から読み取れること③〕発展途上国の保有率は今後も増加が見込まれる 2 点 

� 「バイク市場の拡大が見込まれる」などの表現でも可 

〔バイクの供給経路①〕（中国やインドなどからの）中古品が多い／市場を占めている 3 点 

〔バイクの供給経路②〕（中古品は）安価である／燃費が悪い／品質が低い 3 点 

〔バイクを取り巻く現状①〕温室効果ガスの排出量が多い／環境負荷が大きい 3 点 

� 「交通渋滞を引き起こす」などの表現でも可 

〔バイクを取り巻く現状②〕ガソリン（の利用）は経済的負担が大きい 3 点 

〔バイクの電動化のメリット①〕温室効果ガスの排出量が少ない／環境負荷が小さい 3 点 

〔バイクの電動化のメリット②〕燃料費の経済的な負担が減る 3 点 

 

	  



Ⅲ（50 点） 

採点基準 

問 1（基準の合計 32 点→18 点満点） 

〔京都議定書の対象国〕先進国（のみ） 3 点 

� 「附属書Ⅰに掲げる締約国」「附属書Ⅰ国」「先進国及び旧ソ連，東欧諸国」も可 

〔京都議定書の内容①〕（温室効果ガス）削減目標の達成が義務付けられた 3 点 

〔京都議定書の内容②〕（数値目標は）法的拘束力があった 3 点 

� 「（未達成の場合の）罰則規定が設けられた」などの表現でも可 

〔パリ協定に至る背景①〕（京都議定書で）新興国は削減義務を負わなかった 3 点 

� 「新興国」は「中国」「インド」など具体的な国名でも可（以下の採点基準でも同様） 

〔パリ協定に至る背景②〕（パリ協定までの間に）新興国の排出量が急増していた 3 点 

〔パリ協定に至る背景③〕（京都議定書の規定では）先進国の経済発展を阻害する 3 点 

〔パリ協定に至る背景④〕（京都議定書を）アメリカ合衆国が批准しなかった 3 点 

〔パリ協定の対象国〕全ての（締約）国 3 点 

〔パリ協定の内容①〕削減目標の作成（と報告／更新）が義務付けられた 3 点 

� 「削減目標の作成」は「各国による独自の目標の設定」「国が決定する貢献の作成」も可 

〔パリ協定の内容②〕削減目標の達成は努力義務にとどまった／義務付けられなかった 3 点 

〔パリ協定の内容③〕長期的な目標が設定された 2 点 

� 「気温上昇を 1.5℃／2℃未満に抑える」など具体的な目標について述べていても広く許容する 

 

問 2（基準の合計 20 点→14点満点） 

〔開発当初に流入した世代の特徴①〕第 1次ベビーブーム世代／団塊の世代／同一世代 3 点 

〔開発当初に流入した世代の特徴②〕若年層の割合が高い 3 点 

� 「子どもが多い」など生産年齢／年少人口の占める割合が高いことを述べていれば広く許容する 

〔開発当初に流入した世帯構成の特徴〕核家族 2 点 

〔1990年代に高齢化が加速した背景①〕子ども世代が転出した 3 点 

〔1990年代に高齢化が加速した背景②〕親世代は高齢になった／住み続けた 3 点 

〔2010年代に高齢化が停滞した背景①〕若年層が流入した 3 点 

〔2010年代に高齢化が停滞した背景②〕（老朽化した）団地／駅前の再開発が進んだ 3 点 

� 「団地」は「公共施設」「住宅」「商業施設」などでも可 

 

問 3（基準の合計 27点→18 点満点） 

〔交流〕新たなビジネス／事業／イノベーションを創出する 3 点 

〔交流（背景）①〕世界中から人（材）／参加者が集まる 3 点 

〔交流（背景）②〕世界中から産業知識／学術が集まる 3 点 

〔経済〕開催／周辺地域への経済効果が大きい 3 点 



〔経済（背景）①〕（通常の観光と比べ）滞在期間が長い 3 点 

〔経済（背景）②〕消費活動が活発になる／宿泊施設の利用者が増加する 3 点 

� 「消費活動」は「インバウンド消費／需要」も可 

� 「宿泊施設」は「商業施設」「観光施設」「イベント施設」「交通機関」も可（以下の採点基準で

も同様） 

〔経済（背景）③〕宿泊施設の建設が進む／雇用が創出される 3 点 

〔付随効果①〕都市／大阪市の競争力向上が見込める 3 点 

� 「競争力向上が見込める」は「グローバル化が進む」も可（以下の採点基準でも同様） 

〔付随効果②〕国／日本の競争力向上が見込める 3 点 

 


